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新年明けましておめでとうございます。

2009年は、一昨年秋からの世界的な経済混乱が継続した一年でした。先進国を中心に、20世紀の大量生産、大量消費型の経済成長パターンが破綻したことにより、世界の経済規模そのものが縮小した年であったとも言えます。本年もこの状況は続くと認識しています。従って、現在の生産体制でも収益を確保できるように事業の構造改善を進めるとともに、今が社会の大きな転換期にあり、新しいビジネスが生まれる大きなチャンスであると考えるべきです。
中期経営計画「Growth Action – 2010」では、事業の「グローバル化」「高付加価値化」をキーワードにしてきました。しかし、これからの世界経済は国境がなくなり、どんな事業でもグローバル展開が大前提となります。一方で、高機能品のようなマーケットの狭いビジネスにおいては、世界でトップシェアを獲得するしか勝ち目はありません。つまり、今後はグローバルでナンバーワンとなりうる競争力のある事業を育てないと、企業として生き残ることはできないということです。このような事業を育てるためには、従業員の皆さんが新しい時代の要求をいち早く読んで、新しい時代が求める製品やサービスを世界に先駆けて生み出していくことが必要となります。
世界が必要としているものを提供し、それによって世界が抱える課題を解決する。そして、将来の産業構造を維持するためのモノづくりを行うことが、旭化成に期待されていることです。今年もグループ一丸となって進んでいきましょう。
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